


































岩手県の災害廃棄物処理量は、一般廃棄物 14 年分の相当する 618 万 tであった。セメント資
材化や復興資材化等により 88％をリサイクルしている。
東日本大震災に係る災害廃棄物処理業務総括検討報告書（宮城県、2015 年）によれば、宮城
県全体の災害廃棄物処理量 1951 万 tのうち、宮城県が受託し処理した量は 972 万 t、約 88％を







排出状況は、石膏ボード 約 31900t、廃石綿等 約 14000t、漁網 約 28800t、油混じり土砂 約
27200t、消火器 約 18300 本、高圧ガスボンベ 約 3300 本、飼料 約 25500t、肥料 約 50700t、トラ
ンス・コンデンサー（PCB含有なし） 約 12t、船舶（FRP）約 3500t、化学物質（農薬、殺虫剤、












































































































港 1丁目 3番 1から
3番 4まで他






















































































握している廃石綿等の処分量は 4～ 2372 トン、石綿含有廃棄物の処分量は 3～ 23964 トンの範
囲であった。災害廃棄物処分量全体に占める廃石綿処分量の割合は 0.0014 ～ 0.34%、石綿含有




含有の成形板をトラックから降ろす作業の直近での測定値、総繊維濃度 53 f/L、石綿濃度 34 f/L
（2011/6/16）が最高値であった。一般環境では、①津波で被災した建物に施工されている吹付け
クロシドライトおよび吹付けアモサイトのある場所の直近の測定点では濃度の上昇がみられ、




































750 万トンでリサイクル率 99％、合計約 1,697 万トンでリサイクル率は 90.8％である（環境省、
平成 26 年 4 月 25 日）。
気仙沼、南三陸処理区など 10 箇所程度の処理区・ブロックで再生土砂、コンクリートがらな





千年希望の丘は、東日本大震災復興交付金で 2013 ～ 2015 年度までの 3カ年事業として、相
野佂、二野倉、長谷佂の 3地区の 6基の丘と約 4kmの園路を含む約 43haの防災（避難地等の
機能を有する）公園として、被災地で初めて採択を受けたものである。
丘及び園路の盛土材については、その約 8割で震災廃棄物を活用する計画とし、岩沼市で発
生した約 62 万 tの災害廃棄物等の内、約 56 万 t が資材として再生され、約 46 万 t が千年希望





メント利用を含む）でリサイクル率 83％、津波堆積物の再生利用量は約 161 万トンでリサイク
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